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如 (国立遺伝学研究所 ･棟田和正ほか 2名)
自由討論ののち懇親会があり,御招待に会を代
表して謝辞を申し上げた｡
(永井理事)
第 6回静岡実験動物研究討論会に出
席 して
7月初旬頃,猪会長より,静岡実験動物研究会
への出席依頼万のお電話があり,永井理事 と三人
で 一 緒に出かけることになった｡
7月20日,浜松歯科大学の研究会会場へ と向っ
た｡ 13時30分より,土川静岡実験動物研究会長か
ら開会の御挨拶があり,研究会が始まった｡ 演者
は7人でまず,最初は,三共の棚橋先生から ｢疾
患モデル研究の概要｣について,特に難病疾患モ
デルとして,脳神経系のモデルが約60%,免疫症
が34%,その他は代謝性のものであり,疾患モデ
ル動物の作成方法として近交系,mutant,遺伝子
の導入等があるが継代や生産が困難であり,特性
チェックの必要性,特性永久保存等の問題点が残
ることを指摘された｡
第2の演者は,浜松医大の西村先生で,｢疾患モデ
ル動物の育種操作について,糖尿病や不妊症の疾
患モデルについて詳述され,食事療法や運動療法
のほか,人工授精,卵巣移殖,試験管内授精や交
配前の-テロの兄い出し方等が提案された｡
第3-5の演者は, ｢疾患モデルの有用性の開
発とその利用,供給の具体例についてのテーマで,
まず,阪大の北村先生が ｢肥満細胞欠損マウスの
有用性｣と題して,肥満細胞欠損動物が突然変異
にて出現,その細胞は,結合職にあり,頼粒が多
く,ヒスタミンや-バ リンを含む｡Mastcelは,
骨髄より末梢血に多く,ある種の寄生虫排除にも
ある程度役立つ等の特徴を述べられた｡
第4の演者は,浜松医大の長谷川先生で, ｢肥
満細胞欠損マウスの利用｣と題して,Central
NervousSystemにおけるMajorNeuroTran-
smittersとPeripheralEndocrineSystemにお
けるMajorBionergicAminesについて詳述され,
気管の基底細胞にてSerotonin(5HT)産生細胞に
より,血行速断作用があり,腸管には,Endocrine
細胞とMastcellが同冒し, 胃には,皮膚の10倍
以上ものMastcellが多く存在すること等が述べ
られた｡
第5の演者は,静動協の浅井先生で, ｢肥満細
胞欠損マウスの供給｣と題して,WBとC57BLと
